
何しているか
よくわからない
（50歳代）

お祭りなどで
よく見かける
（60歳代）

テレビで見る
女性議員、

早朝からバッチリ化粧
していてスゴイ（50歳代）

いつも忙しそう
（60歳代）

まちを良くする
ために頑張っている
（30歳代）

市民のために必要な事
と思ったら貫き通して
ほしい（50歳代）

やってる感を
見せるけど実現度は
低い（30歳代）

少数意見を
誇張してそう
（40歳代）

企業献金で
うるおってる

イメージでなんとなく
信用しきれない
（20歳代）

どうせ変わらないと
あきらめている
（30歳代）

より地域に密着して
くれることを期待
（60歳代）

普段どんなこと
をしているのか

分からない（40歳代）

政治とお金、党利党
略などが見え隠れ
（50歳代）

地元の議員さん
以外はよく知らない
（60歳代）

クリーンであって
ほしい（50歳代）

遠い存在
（60歳代）

議会以外に
いろんな相談を

受けている（60歳代）

睡眠時間をどうやっ
て確保しているの
（50歳代）

地方議員は
秘書がいないので、
やる事が多くて
大変そう（60歳代）

世の中のために
リスクを抱えて
出馬、人目を気に
しながら生活できる
メンタル凄い
（40歳代）

リアルな話題を
取り上げている議員
を見ると、「自分たちの生
活をちゃんと見てく
れているのかも」と
思える（30歳代）

会って話して
みると、意外と普通の
人で、親しみやすかった

（20歳代）

お金沢山もらって
そう（20歳代）

議員のリアル

まちを良く
したい‼

使命感
がある

ありがとうが最大の励み
課題解決の喜び
変革の瞬間権限の壁

若い世代との交流で手応え

議
論
が
ま
と
ま
る
達
成
感

顔を覚えてもらえる喜び
退職金なし、議員年金なし、時間無制限
レッテル評価

板挟み

声
を
届
け
る

福利厚生なし
責
任
感

両立の
難しさ

仕事と休みの
境界がない

関係性の
揺らぎ

できることの限界を痛感

制度面の
歯がゆさ

家
族
時
間
の
欠
落

SNSでの中傷
多
く
の
声
を
集
め
て
前
進

子
ど
も
の
寝
顔
し
か

見
ら
れ
な
い
日
が
続
く

市
の
発
展
に

寄
与
し
た
い

一般質問での問題提起で市政が変わる実感
見えないコストの増大

小さな声を
丁寧に聞く

尽きない
知識欲
頼られると
頑張れる

知りたいことが無尽蔵

理不尽な批判

市民のリアル 議会や議員のイメージは？ 議
会
と
市
民
の
間
に
あ
る
現
実

　
２
・
３
ペ
ー
ジ
で
は
、
議
員

が
感
じ
て
い
る
こ
と
、
市
民
が

持
つ
議
会
や
議
員
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
議
会
や
議
員
に
持
つ
イ

メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
近
年
、
地
方
議
会
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
議
会
改
ֵ
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
議

会
で
も
ứ
市
民
が
期
待
す
る
開

か
れ
た
議
会
Ừứ
਎
近
な
議
会
Ừ

と
し
て
の
あ
る
べ
き
࢟
を
め
ざ

し
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
、
よ
り
一
૚
市

民
の
思
い
を
市
政
に
反
映
し
、

市
政
の
発
ల
お
よ
び
市
民
福
祉

の
増
進
に
ߩ
ݙ
す
る
議
会
を
め

ざ
し
て
、ứ
議
会
基
本
条
例
Ừ

の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
議
会
基
本
条
例
っ
て
ど
う
い

う
も
の
？
」

「
で
き
た
ら
ど
う
な
る
の
？
」

「
こ
ん
な
条
例
で
あ
っ
て
ほ
し

い
な
！
」

等
々
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
解
説

し
ま
す
。

福
津
市
議
会
の
取
り
組
み

特集 議会基本条例、意見求む
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議
会
が
ど
ん
な
考
え
で
動
く
の

か
、
そ
し
て
議
会
や
議
員
が
ど
ん

な
役
割
や
責
任
を
持
つ
の
か
を
、

み
ん
な
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
た

め
の
「
議
会
の
基
本
ル
ー
ル
」
を
作

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を

作
る
こ
と
で
、
議
会
が
も
っ
と
良

い
働
き
を
し
て
、
市
民
の
願
い
や

信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

市
政
を
実
現
し
、
市
民
の
く
ら
し

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

ɹ議会جຊ৚ྫ͸શ̕ষͰɺ議会ɾ議員ͷ׆ಈݪ
ଇͷ΄͔ʹɺࢢຽɾࢢ௕ͱͷؔ܎Λ໌֬ʹ͠ɺ議
会ػೳڧԽ΍ఆ਺ɾ報ुɺ੓࣏ྙཧɺ৘報ެ։ɺ
ఆ͠·͢ɻنରԠ·Ͱ෯広͘֐ࡂ
ɹ৚ྫ͓ΑͼղઆจҊ͸23͔Β͓ಡΈ͍ͩ͘͞ɻ

第１章：総則（議会基本条例の目的）

第２章：活動原則（議会の活動原則、議員の活

動原則）

第３章：市民との関係（会議の公開、情報発信・

広報、市民参加、説明責任、請願・陳情）

第４章：市長等との関係（政策の立案及び提案・

提言、監視と評価、説明要求等）

第５章：機能の強化と充実（委員会、公聴会・参考人

制度、専門的知見の活用、政務活動費、研修）

第６章：体制整備（議会事務局、議会図書室）

第７章：定数・報酬・政治倫理（議員定数、議員報酬、

政治倫理）

第８章：災害時における業務継続

第９章：条例の位置付け・見直し

一
、
։
か
Ε
し
議
会

　
市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
に

す
る
た
め
、
開
か
れ
た
議
会
を
め

ざ
し
ま
す
。
例
え
ば
、
常
任
委
員

会
を
す
べ
て
原
則
公
開
に
し
ま
す
。

ೋ
、
९
๏
、
ެ
ฏ
、
ެ
正
、
ಁ
໌

　
法
令
を
९
守
し
、
公
平
性
、
公

正
性
、
透
明
性
を
確
保
し
ま
す
。

ࡾ
、
৴
པ
に
ࢸ
る
議
࿦
、
詳
ࡉ
に

し
て
৻
ॏ

　
意
思
決
定
に
お
い
て
、
市
民
の

信
頼
に
応
え
る
た
め
、
詳
細
か
つ

৻
重
な
審
議
を
つ
く
し
ま
す
。

࢛
、
市
ຽ
の
੠
、
೺
Ѳ
に
౒
Ή

　
市
民
意
見
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

例
え
ば
、
請
願
者
等
か
ら
委
員
会

で
説
明
を
受
け
ま
す
。

ޒ
、
୅
ද
と
し
て
、
ެ
正
な
る
市

政
の
実
ݱ
を
め
͟
す

　
市
民
の
代
表
と
し
て
、
市
政
の

公
正
で
適
切
な
政
策
、
施
策
、
事

務
ࣥ
行
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
【
福
津
市

議
会
基
本
条
例
（
案
）】
へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト˞

を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。˞

øø
Ｐ
コ
ラ
ム
参
র

˗
ื
集
ظ
間

令
和
８
年
１
月
ùø
日
～
３
月
２
日

（
ûø
日
間
）

˗
意
見
提
出
で
͖
る
人

市
内
に
在
住
・
在
ۈ
・
在
学
す
る

個
人
や
団
体
な
ど

˗
条
例
案
の
Ӿ
ཡ
場
所

市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
役
所

市
立
図
書
ؗ

ふ
く
と
ͽ
あ

フ
ク
ス
タ

市
中
ԝ
公
民
ؗ

宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー

カ
メ
リ
ア
ス
テʕ

ジ
図
書
ؗ
・
ྺ

࢙
資
料
ؗ

各
郷
づ
く
り
拠
点
施
設

˗
意
見
ॻ
提
出
ํ
๏

　
意
見
は
紙
に
書
く
か
メ
ー
ル
等
、

必
ず
形
に
残
る
方
法
で
。

　
個
人
の
場
合
は
、
住
所
と
氏
名
、

団
体
の
場
合
は
、
団
体
名
と
代
表

者
の
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
郷
づ
く
り
を
除
く
、

条
例
案
の
Ӿ
ཡ
場
所
に
は
、
意
見

書
提
出
ശ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

⿠
༣
ૹ
で
提
出
の
場
߹

˟
８
１
１Ȃ

３
２
９
３（
住
所
不
要
）

福
津
市
議
会
事
務
局
宛
て

˞

３
月
２
日
の
消
ҹ
有
効

⿠
ϝ
ー
ϧ
で
提
出
の
場
߹

HJLBJ!
DJUZ�GVLVUTV�MH�KQ

に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ø÷

̢
Ｂ
を
超
え
る
デ
ー
タ
は
受
信
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⿠
市
議
会
̝
̥
か
ら
提
出
の
場
߹

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ứ
お
知
ら
せ
Ừ

に
掲
載
中
の
意
見
募
集
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
ࠨ
記
の
̦
̧
か
ら
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ɹ
条
例
案
の
詳
し
い

内
容
も
̝
̥
か
ら
Ӿ

ཡ
で
͖
·
す
Ố

議会基本条例
第壱話

なぜ必要？
できたらどうなる？

議会基本条例
意見求む!

最終話

議会基本条例
第弐話

議会基本条例の構成

どういうもの？

で
き
た
ら
ど
う
な
る
？

議
会
基
本
条
例

制
定
ま
で
の
流
れ

令
和
５
年
３
月
定
例
会

議
会
ج
ຊ
条
例
制
定
検

౼
特
ผ
委
員
会
を
設
置

01
令
和
８
年
３
月
～

議
会
ӡ
Ӧ
委
員
会
で

市
民
意
見
の
検
討

05
令
和
８
年
Ｘ
月
定
例
会

議
会
基
本
条
例
の
発
議

06
令
和
８
年
Ｘ
月

議
会
基
本
条
例
制
定

07
令
和
５
年
３
月
～

令
和
６
年
øø
月

先
進
地
の
条
例
ൺ
ֱ

研
修
会
の
開
催

条
例
項
目
の
検
討

条
例
૲
案
の
作
成
な
ど

ùù
回
の
委
員
会
を
開
催

02
令
和
７
年
３
月
～

令
和
７
年
øù
月

議
会
ӡ
Ӧ
委
員
会
で

条
例
と
解
説
文
の
検
討

９
回
の
委
員
会
を
開
催

03
令
和
８
年
１
月
ùø
日
～

令
和
８
年
３
月
２
日

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
公
募
）実
施

04

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

議
会
、
議
員
の

五
つ
の
活
動
原
則

な
ぜ
必
要
？

特集

今はここ

ৄ
ࡉ
͸
͜
ͪ
Β

͸ͪ͜Βࡉৄ

市
中
ԝ
公
民
ؗ

議会基本条例、意見求む
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